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職員採用試験の年齢要件及び試験内容を一部変更します 

 
 

さいたま市人事委員会では、令和５年度から職員採用試験の年齢要件及び試験内

容を一部変更します。 

今回の変更で、より多くの方が受験しやすい試験となります。たくさんの方の受

験をお待ちしています。 

 
 １ 年齢要件の変更 

（１）変更する試験区分  
【大学卒業程度】行政事務Ａ・Ｂ、福祉、技術職、消防、消防（救急救命士） 

   【民間企業等経験者】行政事務、技術職 
   【職務経験者】福祉 

（２）変更内容  
    受験資格における年齢枠を次のとおり変更します。 
  【現状】 

 
 
 
 
 
 
 

 （３）ポイント 
     民間企業等経験者及び職務経験者の試験区分では、受験資格の１つとして 

５年以上の職務経験を求めており、２０代後半でその要件を満たせない場 
合がありますが、大学卒業程度の試験区分の年齢枠を広げることでこれま 
で受験できなかった方も受験できるようになります。 

    【例】大学院を２４歳で卒業後、民間企業等で４年間勤務した２８歳の方の 
場合、現状ではどの試験区分の受験資格も満たさず受験できませんが、 
変更後は大学卒業程度の試験区分を受験できるようになります。 

 

記者発表資料 
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電話：８２９―１７７８ 
内線：４６１３～４６１６ 

大学卒業程度 民間企業等経験者・職務経験者 

２２歳以上２８歳未満 ２８歳以上６０歳未満 

  

【変更後】 

大学卒業程度 民間企業等経験者・職務経験者 

２２歳以上３１歳未満 ３１歳以上６１歳未満 

 



 

 ２ 試験内容の変更 
（１）変更する試験区分 

【大学卒業程度】技術職 
（２）変更内容  

第１次試験の教養試験及び第２次試験の論文試験を廃止します。 
【現状】 

 
（３）ポイント 
    試験の負担が軽減されることで、民間企業を中心に就職活動をされている 

方にとっても受験しやすくなります。 

第１次試験 第２次試験 

教養試験 専門試験 論文試験 適性検査 集団面接 個別面接 

  

【変更後】 

第１次試験 第２次試験 

専門試験のみ 適性検査 集団面接 個別面接 

 


